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8-1. 区切り
木道を通っていくと壁が視界を区
切り景色が変わっていく
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1 階部分平面図　S=1/600

秋葉塔

水郷田名新田名音頭の石碑
酉の市で使われていたぼんぼり

1-3.「見えがくれ」
相模川沿いの広場横の道から分岐して、鳥居を目印に歩
いていくと 2つの社が奥に少し見える。鳥居の正面に近
づいていくにつれ、石碑が設置された建築のボリューム
によって社が見えなくなる。
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老人ホーム

5-1.「薄い層の重
なり」「視界外か
らの光」
拝殿で社を拝んだ後、後
ろを振り返ると拝殿、舞
殿が層をなしていること
に気づく。拝殿のルー
バーに誘導され休憩所の
方に目を向けると、階段
室からの光や休憩所の用
水路側からの、平面的に
視界からは見えない光に
よって参拝の出口の方向
に気づく。また、拝殿、
階段室、休憩所が視覚的
に薄い層をなしており、
動線としては階段室、休
憩所をついでいくように
歩いていく。

3-1. 3-2.2 つの「障り」
石碑と手水舎が配置された建築のボリューム
に囲まれた門をくぐると、障りとなる壁によっ
て右手に視線が誘導される。その誘導に従い
参道へ戻ると、舞殿、拝殿、本殿の空間が連
続していることに気づく。その後、秋葉塔が
障りとなり、拝殿の入り口へと入っていく。
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1-1. 相模川横の広場沿いの道から建築を見る

1-3.「見えがくれ」
相模川沿いの広場横の道から分岐して、鳥居を目印に歩いていくと2つの社が奥に少し見える。鳥居の正面に近づいていくにつれ、石碑が設置さ
れた建築のボリュームによって社が見えなくなる

1-4. 鳥居正面に立つ

2-1.2-2. 鳥居をくぐると、左手の方向に向かう舗装と手水舎に誘導され
る。手水舎で手を洗い終えると、正面にある石碑に気づく。

3-2.「薄い層の重なり」　「障り」
誘導に従い参道へ戻ると、舞殿、拝殿、本殿の空間が連続していることに気づく。その後、秋葉塔が障りとなり、拝殿の入り口へと
入っていく。

8-3.「区切り」
木道に沿って歩くと、拝殿の2つの壁が視界を遮りつつ明と暗の空間をつくり出している

障りの技法

隅かけ

隅違い ( 雁行)

俯角 10°の下降する階段視界に直交する動線 隅けずり 隅入り

折れ曲がり

エレメントの一部分を見せる視界外からの光

部位の反復

パースをつける
平面の構成

俯角 10°のレベル差のある空間

階段による上下の視線

視線を遮りながら透過する壁 くぐり絞り区切りの技法

歪み 見えがくれ

薄い層の重なり

距離感の演出斜めに視線をのばす 視界外の空間をつくる (断面 )

視界外の空間の示唆・強調

身体の上下移動による視線の変化視界外の空間をつくる (平面 )

視界外の空間の示唆・強調

空間構造の軸を多くする

視界外からの光

平 面 断 面

事例調査から、「奥への意識」があると感じたシーンをもとに、それを引き起
こさせる要素を平面、断面に分けて整理した。以下はその要素をダイアグラム

化し、表にまとめたものである。

この表をもとに設計をまとめていく。

空間体験想像装置 　-「奥への意識」のある空間の創造-

Spatial Experience Imagination Device
-Creating Spaces with a "Sense of Depth"

曽我部研究室　　小野　美咲

研究目的：移動していった後に得られる空間体験を想像するような感覚を、奥へ積極的
に意識を向かわせることとして「奥への意識」とした上で、「奥への意識」が得られる
場をシークエンシャルに集積しながら空間構成をまとめることを目的とする。

研究概要：槇文彦による空間論「見えがくれする都市」やその他空間論を参照し、「奥
への意識」があると感じたシーンの収集・分析を行なった。その後、それらの事例から
「奥への意識」を引きよせる要素を整理しながら「奥への意識」のある空間構成を検討
し、最終的には相模原市水郷田名を舞台に、神社と地域コミュニティ施設の複合建築の
提案としてまとめた。

苦労した点や感想など：事例を分析して設計につなげること、特に「奥への意識」の
要素を事例から自分なりにまとめることに苦労しました。また、そこからその要素をど
のプログラムで、どういった設計にしていくのか、要素をきちんと取り込めているかを
模型などで検証することについても苦労しました。

研究成果：


